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 森水無八幡神社（もりみなしはちまんじんじゃ）は、岐阜県下呂市にある八幡神社である。「森八幡神社」とも言う。 

毎年 2 月に行われる田の神祭は、「田遊び」がその元となっているとされる豊作予祝祭であり、重要無形民俗文化財に指定さ

れている。 

 

由緒 

 『斐太後風土記』によると、その創始は第 16 代仁徳天皇の御代とするのは、八幡八社説による。山岳崇拝に始まった祭祀

とも見られ、あるいは農耕祖神の祭ともうかがわれ、さらには、道祖神祭とも考えられる特殊神事が多く、由緒が雑多であり、

確定しがたい。 

 神社は戦国末期まで、年 6 回の祭礼があった。三木氏より祭祀料田 3 町 6 反を付されたが、金森氏に及んで例祭は年 1

回となり、社領は召し上げられた。当時八幡神社の祭礼は、一宮水無神社と、久津八幡宮とともに「飛騨の三大祭」と称せら

れた。 

 戸田釆女正による元禄検地に、1 反 6 畝歩の境内除地があり、下呂郷中の「総社」と言った。明治維新（1868）村社に列

し、森区の氏神となり、いつの間にか別当泰心寺との関係も絶えた。同 40 年に、神饌幣帛料の供進指定を受け、同 41 年に

は神社会計指定、同 42 年には、区内 11 社を合併合祀した。 

 古来「御(み)厨(くり)屋(や)」または「当屋」的存在の田口両家と、小池の 3 家が田神祭の中心となる等、こうした例には飛騨

国中に類例がない。 
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